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　他にも，資料 1 の旧様式と資料 2 の新様式とを比較すると，変更箇所が見られる．なかでも，



















































　障害年金の支給対象は，障害基礎年金の場合，障害の程度が 1 級及び 2 級の状態の者としてお
り，障害厚生年金の場合，これに加えて 3 級の状態の者も対象としている．障害の程度の 1 級及
び 2 級は，障害基礎年金と障害厚生年金共通の「障害等級表」が「国民年金法施行令」の別表に
定められている（国民年金法施行令第 4 条の 6，別表）．また，3 級の障害の程度については「厚
生年金保険法施行令」の別表に定められている（厚生年金保険法施行令第 3 条の 8，別表第 1）．
































医 11 名のうち，5 名の医師が精神障害の認定業務にあたっている（日本年金機構 2011）．一方，















うち，1994 年以後に入手可能な 2004 年までの 11 年間分の中から，「障害の程度」についての不








例は，前述のとおり 1994 年以降 2004 年までのものとなっている．ところが，先でも述べたよう







ているかを明らかにするまでには至らなかった．とはいえ，資料 2 の 2011 年の診断書の様式変

















　　　；第 1 期（2008 年 5 月～ 2009 年 7 月）
　2008 年 5 月，長野県障害者自立支援課が，各障害者総合相談支援センターを通じて障害年金
の受給状況を調査した．その結果，知的障害者に限定されるものの，2006 ～ 2007 年度に障害者
総合相談支援センターの支援を受けながら障害年金を新規裁定した 13 名の内，支給されたのは




週 5 日，1 日 6 時間の短時間就労に就いた 2 名の精神障害者が，障害状態確認届の審査の結果，

























































　　　；第 2 期（2009 年 7 月～ 2010 年 5 月）
































































































PSW へ郵送による調査を行った．調査対象期間は，2005 年～ 2011 年とし，調査期間は 2011 年






































































　そのようななか，診療所に通院する精神障害者 12 名が 2011 年 7 月に障害状態確認届を提出し
たところ，審査によって支給停止や級落ちとなった．そこで，河野が相談を受け，うち 10 名が
審査請求を希望することになったものの，診療所の PSW は 1 名であり，短期間のうちに審査請
求に対応することが困難となった．そのため，かねてより，上記の二点の課題の解消に向けて検
討をしていたこともあり，障害年金受給支援を専門的に扱う社労士の活用を具体的に考えること









　Ａ氏は，単身生活を続ける 40 歳代の男性（統合失調症）であり，障害基礎年金を約 20 年間継
続受給していた．ところが，2011 年 7 月に，障害状態確認届の審査によって，障害基礎年金が
支給停止となった．ちなみに，審査における障害状態確認届の「職歴」の欄には，「大卒後，▲





　そこで，Ａ氏は PSW との面談を経て，社労士の支援を受け，社会保険審査官へ 2012 年 1 月
に審査請求をしたところ，同年 4 月に審査請求が認められ，障害基礎年金 2 級を再開して受給で
きるようになった，というものである．






















































　Ｂ氏は，単身生活を続ける 40 歳代の女性（統合失調症）であり，障害基礎年金 2 級を約 3 年
間受給していた．ところが，2012 年 7 月提出の障害状態確認届の審査によって，障害基礎年金
が支給停止となった．ちなみに，障害状態確認届の「福祉サービスの利用状況」欄には，「本人
が福祉サービスの利用に拒否的であるため，ヘルパー等の利用はない」と記載されていた．
　そこで，Ｂ氏は PSW との面談を経て，社労士の支援を受け，社会保険審査官へ 2013 年 1 月
に審査請求をしたところ，同年 7 月に審査請求が棄却された，というものである．














薬」について，「助言や指導があればできる」となっているが何故か？又，従姉が月に 1 ～ 2 回
の頻度の支援をしている中で，それなりに電車での通院が出来ていたのではないか？


































　C 氏は，家族と同居を続ける 40 歳代の男性（統合失調症）であり，障害基礎年金 2 級を約 10





　そこで，C 氏は PSW との面談を経て，社労士の支援を受け，社会保険審査官へ 2012 年 1 月
に審査請求をしたところ，同年 5 月に審査請求が棄却された，というものである．


























































例えば，Ｂ氏（単身生活者）が月に 1 ～ 4 回の支援（親類，ホームヘルパー）が入っていること
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